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９
月
18
日
、
夜
―
―
。
暗
闇
の
中

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
瑞
龍
院
境

内
。町
無
形
文
化
財「
高
玉
芝
居
」が
、

芝
居
の
発
祥
の
地
で
60
年
ぶ
り
に
上

演
さ
れ
ま
し
た
。

き

　

高
玉
芝
居
の
発
祥
は
江
戸
時
代
後

期
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
今
日

ま
で
２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
歩
ん

で
き
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
毎
年
「
釜
ノ
越
サ
ク

ラ
」
や
「
さ
く
ら
の
里
文
化
伝
承

館
（
蚕
桑
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
）」、
各
地
の
祭
り
な
ど
で
上
演

さ
れ
、
地
域
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の

方
か
ら
愛
好
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
芝
居
の
発
祥
当
時
は
今

と
は
違
い
、
財
政
不
足
に
よ
る
質
素

倹
約
、
歌
舞
音
曲
禁
止
の
世
。
そ
の

た
め
昭
和
29
年
ま
で
は
、
勢
力
庇
護

の
あ
っ
た
瑞
龍
院
で
ひ
そ
か
に
上
演

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
寺
で
の
上
演
は
途
絶

え
て
い
ま
し
た
が
、
高
玉
芝
居
後
援

会
（
金
田
和
夫
会
長
）
が
昨
年
か
ら

企
画
を
練
り
、
瑞
龍
院
上
演
実
行
委

員
会
を
組
織
し
て
こ
の
度
の
公
演
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

た

　

公
演
当
日
は
、
歴
史
的
な
瞬
間
を

目
の
当
た
り
し
よ
う
と
、
当
初
の
予

定
を
上
回
る
３
０
０
人
以
上
が
来

場
。
中
に
は
、
開
演
の
２
時
間
以
上

も
前
か
ら
席
を
確
保
す
る
人
の
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
そ
の
裏
側
。
ピ
リ
ピ
リ
と

し
た
緊
張
感
に
包
ま
れ
る
楽
屋
の
中

で
は
、
高
玉
芝
居
を
継
承
す
る
劇
団

「
高
栄
会
」（
児
玉
敏
座
長
）
の
団
員

た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
集
中
し
た
面

持
ち
で
化
粧
を
始
め
、
開
演
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

   

時と

き代
を
越
え
て

   
伝
承
す
る
物
語
。

   特 集
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午
後
５
時
30
分
。
降
っ
て
い
た
雨

は
上
が
り
、
客
席
は
満
員
御
礼
。
は

じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
金
田

後
援
会
長
が
こ
の
度
の
上
演
に
至
る

ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
、「
ぜ
ひ
最

後
ま
で
楽
し
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
け
て
団
員
８
人
が

優
雅
な
舞
踊
を
披
露
し
、
客
席
の
熱

を
さ
ら
に
高
め
て
か
ら
芝
居
へ
と
入

り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
演
目
は
「
松
竹
梅
三
兄

弟
の
五
月
の
仇
討
（
あ
だ
う
ち
）」。

出
囃
子
と
と
も
に
幕
が
上
が
る
と
、

ど
、
約
２
時
間
半
た
っ
ぷ
り
と
観
衆

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

芝
居
は
全
12
幕
の
序
盤
３
幕
、
仇

討
に
向
か
お
う
と
す
る
場
面
で
終

了
。
そ
の
後
の
物
語
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
台
本
が
な
い
と
の
こ

と
。
し
か
し
、
児
玉
座
長
が
最
後
に

「
次
回
は
仇
討
す
る
と
こ
ろ
を
お
見

せ
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
す
る
と
、

場
内
は
拍
手
喝
采
。観
客
か
ら
は「
続

き
が
気
に
な
る
。
ぜ
ひ
ま
た
こ
の
場

所
で
芝
居
を
し
て
ほ
し
い
」
と
次
回

の
上
演
を
強
く
願
う
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

、

　　
「
役
者
が
足
り
な
い
―
―
」
昨
年

度
の
広
報
し
ら
た
か
12
月
号
で
、
児

玉
座
長
が
高
玉
芝
居
の
現
状
に
つ
い

て
語
り
ま
し
た
。
こ
の
地
で
２
０
０

年
以
上
も
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
続
け

て
き
た
伝
統
文
化
。
そ
の
灯
が
今
、

後
継
者
の
問
題
に
よ
っ
て
絶
え
て
し

ま
う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
で
の
今
回
の
公
演
は
、

芝
居
再
興
へ
の
挑
戦
、
生
き
る
文
化

の
新
た
な
歴
史
の
幕
開
け
と
な
り
ま

し
た
。

　

芝
居
を
演
じ
る
人
、
支
え
る
人
、

楽
し
む
人
、
一
人
ひ
と
り
が
文
化
を

継
承
す
る
小
さ
な
灯
で
す
。
町
の
宝

が
こ
の
先
１
０
０
年
、
２
０
０
年
と

伝
わ
っ
て
い
く
た
め
に
、
そ
の
歴
史

の
道
筋
を
皆
さ
ん
で
照
ら
し
、
つ
な

い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

客
席
か
ら
は
「
待
っ
て
ま
し

た
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
拍

手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
演
者
た
ち
は
そ

の
期
待
に
応
え
る
よ
う
に
、

一
つ
ひ
と
つ
の
動
き
、
一
言

一
言
の
台
詞
に
感
情
を
込
め

て
芝
居
を
熱
演
。
時
折
、
客

席
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
る
声

に
笑
い
を
交
え
て
応
え
る
な
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平
成
27
年
度
は
、
製
造
業
を
中
心
に
緩
や
か
な
回
復
基

調
に
あ
る
経
済
情
勢
の
中
で
、
地
方
創
生
の
実
質
的
な
ス

タ
ー
ト
の
年
と
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
環
境
の
向
上

を
第
一
に
考
え
、
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
最
優

先
と
し
な
が
ら
も
、
地
方
創
生
と
連
携
し
た
各
種
の
施
策

を
展
開
し
、
次
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
確
実
に
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

に
お
け
る
決
算
は
、
歳
入
総
額
で
５

　
　
　
　
　
　
　
　

億
５
２
４
４
万
円
（
５
・
８
％
）、
歳

出
総
額
で
５
億
６
１
７
０
万
円
（
６
・
５
％
）
前
年
度
を

下
回
る
結
果
と
な
り
、
収
支
差
引
７
億
９
３
２
６
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

に
つ
い
て
、
町
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が

　
　
　
　

で
き
る
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
、
固
定
資

産
税
の
減
収
や
豪
雨
災
害
対
応
に
係
る
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
入
金
の
皆
減
な
ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
約

３
４
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
や
県
か

ら
の
補
助
金
や
地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、
町
債
（
借

入
金
）
な
ど
の
依
存
財
源
は
、
約
５
億
１
９
０
０
万
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
別
に
見
る
と
、
支
出

　
　
　
　

が
義
務
づ
け
ら
れ
任
意
に
削
減
で
き
な
い
義
務

的
経
費
は
、
扶
助
費
が
民
間
保
育
所
運
営
費
な
ど
の
増
加

に
よ
り
約
４
０
０
万
円
の
増
、
公
債
費
（
借
入
金
返
済
）

が
約
９
９
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
義
務
的
経
費

以
外
の
任
意
的
経
費
で
は
、
普
通
建
設
事
業
費
が
、
学
校

再
編
整
備
事
業
の
皆
減
な
ど
に
よ
り
約
２
億
１
８
０
０
万

円
の
減
、
災
害
復
旧
事
業
費
が
、
豪
雨
災
害
復
旧
事
業

 
平
成
27
年
度

一
般
会
計 

主な基金（積立基金）の積立状況

９ 9,268

２ 2,547

８ 4,937

１ 914

9,863
の の １ 6,933

24 4,462

81 944

一
般
会
計

歳
入

歳
出

災害復旧事業費

（3.7％）

３億192万円

普通建設事業費

（13.3％）

10億7,502万円

扶助費（13.1％）

10億5,981万円

物件費（10.9％）

８億8,654万円

維持補修費

（2.4％）

１億9,673万円

人件費（13.0％）

10億5,363万円

補助費等（14.5％）

11億7,520万円

投資的経費（17.0％）

13億7,694万円

その他（19.5％）
【積立金・繰出金など】

15億8,407万円

公債費（9.6％）

７億7,652万円

基
金
と
は
？

　

の

金
の

と

。

に

た

の

金
の

に

の

の
た

に

の

金

の

、

の

た

に

の

金

た

の

の

金

。

 

決
算

町税内訳 金額 構成比

町民税 ５億1,213万円  5.8％
固定資産税 ４億9,978万円  5.6％
軽自動車税 3,955万円  0.4％
たばこ税 7,047万円  0.8％
入湯税 746万円  0.1％
都市計画税 3,779万円  0.4％
小　計 11億6,718万円 13.1％

特別交付税（5.0％）

 4億4,897万円

普通交付税（34.6％）

30億7,941万円

その他（14.8％）

【自主財源：繰越金・諸収入など】

13億1,362万円

国庫支出金（7.3％）
６億5,362万円

県支出金（8.1％）
７億1,766万円

その他（4.4％）

【依存財源：地方譲与税・

地方消費税交付金など】

３億9,394万円　

町税（13.1％）

11億6,718万円

地方交付税（39.6％）

35億2,838万円

町債（12.7％）

11億2,830万円

167,796 33,489

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

15億 2,519万円

75億 4,809万円

10億

15億

20億

25億

30億

70億

80億

90億

100億

78億 7,350万円

81億 2,421万円

85億 9,341万円

90億 1,781万円

17億 2,206万円

19億 2,365万円
19億 8,963万円

24億 4,462万円

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

15億 2,519万円

75億 4,809万円

10億

15億

20億

25億

30億

70億

80億

90億

100億

78億 7,350万円

81億 2,421万円

85億 9,341万円

90億 1,781万円

17億 2,206万円

19億 2,365万円
19億 8,963万円

24億 4,462万円

618,972 38,885

歳出総額
81億944万円

歳入総額
89億270万円
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の
減
少
に
よ
り
約
４
億
２
５
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、今
後
見
込
ま
れ
る
財
政
需
要
等
に
備
え
、

公
共
施
設
整
備
基
金
に
３
億
５
５
０
０
万
円
の
積
立
て
を

行
い
ま
し
た
。

　

基
金（
預
貯
金
）
残
高
の
増
加
な
ど
財
政
の
健
全
化
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
投
資
的
事
業
の
増
加
に
よ
り
地
方
債

（
借
入
金
）
残
高
が
増
加
し
、
ま
た
、
歳
入
全
体
に
お
け

る
自
主
財
源
の
割
合
は
依
然
低
く
、
交
付
税
や
補
助
金
な

ど
へ
の
依
存
度
が
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
地
方

交
付
税
が
歳
入
全
体
の
約
４
割
を
占
め
て
お
り
、
自
主
財

源
の
確
保
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

地
方
財
政
全
体
は
不
透
明
感
を
増
す
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
安
心
・
安
全
な
く
ら
し
の
確
保
に
向
け
て
計
画
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な

税
金
を
活
か
し
て
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

■民生費　 19億8,404万円　136,183円（＋1,774円 ）

　 の

の 子

の子 の 子 子

の 子

子

子 境の

■衛生費  　６億2,935万円      43,198円（＋8,084円 ）

　
の 子

境 の

化 の

化

■農林水産業費   ４億9,568万円　34,023円（ ▲140円 ）

　 の の

の 化

の 境界明確化

の の

■商工費　    ２億6,083万円 　 17,903円（＋503円 ）

　

の の

の

の

の ６ 化の

2015の

■土木費          7億55万円    　  48,085円（ ▲7,766円 ）

の の

の 化

の

の の

■教育費   ９億7,368万円      66,832円（ ▲20,946円 ）

の の

の の

の 29 の

の の

化

の の 化

■公債費  ７億7,652万円　    53,300円（ ▲5,768円 ）

の

■その他　 22億8,879万円    157,099円（ ▲4,452円 ）

ち

の

の

の の

の

の

　 　　　 　　 　   

※
町
民
一
人
あ
た
り
の
金
額
は
、
平
成
28
年
３
月
31
日
現
在
の
町
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
１
万
４
５
６
９
人
で
割
っ
た
も
の
で
す
。

　 　　　 　　 　   

出

118 20
道 ５ 9,663 ５ 8,126

19 3,578 18 6,100
集 １ 4,603 １ 4,156

16 1,930 15 8,383
者 １ 3,263 １ 3,164

道 ３ 628 ２ 6,112
道 1,286 １ 1,933

11 2,481 11 5,310
０ １ 1,824

ー 3,560 3,713

ー ０ 132

一 を 148 1,380 140 9,917

歳出を町民一人あたりで見てみると　総額 556,623 円（ ▲ 28,711 円 ）

決算報告
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それぞれの比率を家計に例えると…　

●ある家庭の１年間の収入（100）に当てはめると ※イメージ

平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く

「
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
」を
公
表
し
ま
す

実質公債費比率・将来負担比率ともに改善

❶実質赤字比率：１年間の家計に
　占める赤字の割合
❷連結実質赤字比率：２世帯住宅
　などの場合、それぞれの世帯の
　家計を合算した家族全体での１
　年間の家計に占める赤字の割合
❸実質公債費比率：年収に占める
　ローン返済額の割合
❹将来負担比率：ローン残高や生
　命保険の支払いなどが年収の何
　年分に相当するかを示した割合

43.6

※健全化判断比率などに関する詳しい内容は、町のホームページをご覧ください。
【問い合わせ】総務課財政係　☎８５- ６１２４

　

　出

1.7

黒 字

こ わ

16.4

8.6

43.6

100

■健全化判断比率（速報値）について （単位：％） 
　 　

15.00 20.0

20.00 30.0

8.6 25.0 35.0 10.3

43.6 350.0 60.0

　

財
政
の
早
期
健
全
化
及
び
財
政
の
再
生
並
び
に

公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
化
を
目
的
と
し
て
制
定

さ
れ
た
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

い
ず
れ
か
の
比
率
が
早
期
健
全
化
段
階
や
財
政

再
生
段
階
（
将
来
負
担
比
率
を
除
く
）
の
基
準
値

以
上
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
法
で
定
め

ら
れ
た
計
画
の
策
定
を
行
い
、
財
政
の
健
全
化
を

図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
決
算
に
基

づ
く
白
鷹
町
の
状
況
は
、
下
記
の
と
お
り
す
べ
て

基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
健
全
な
財
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　公営企業における
　資金不足比率について
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税のまめ知識

日

11月14日
月

13 30～ 15 30
13 00

11月15日

10 00～ 12 00
9 30

13 30～ 15 30
13 00

■説明内容
・年末調整のしかた
・給与所得の源泉徴収票等の作成と提出
・給与支払報告書（総括表）の書きかた
・源泉徴収票・支払調書提出のチェックポイント
※なお、個人事業者の青色申告決算説明会（年末調整関係事務

の説明も含む。）は別途開催されます。
※会場の収容人数の都合上、対象地域を指定していますが、日

程の都合が合わない場合は他の会場への出席が可能です。
【問い合わせ】長井税務署調査部門　☎ 84-1810（代表）
※自動音声によりご案内しています。メッセージに従い、「２」
　番（当税務署に御用の方）を選択してください。

　平成 28 年分の年末調整関係事務の事業所説明会
を、下記の日程で開催します。

【問い合わせ】
■入湯税・電子申告について
　税務出納課町民税係　☎ 85-6132
■都市計画税について
　税務出納課資産税係　☎ 85-6133

◎町で課税している目的税の平成 27 年度状況を紹介
　します。（目的税とは法律で使い道が決められてい
　る税金のことです。）

■入湯税　　     

　町内の「温泉（鉱泉浴場）」を利用する時に入浴料と一
緒に徴収され、「温泉」の経営者等が町に納付しています。

▼  入湯税は、次の目的のために使われています。
境 の の

の

の

　町内で営業している温泉施設は 2 か所あり、平成 27 年
度の納税額は 746 万円でした。

【 27 】

150
100

※ 12 の

の の の 明

■都市計画税
　町の条例に定められた「都市計画区域」のおおむね用途
地域にある土地や家屋の所有者に対して課税され、固定資
産税と一緒に徴収されています。

▼  都市計画税は、次の目的のために使われています。
の

の

　税率は 0.3％で平成 27 年度の納税額は 3,779 万円でし
た。

◎インターネットによる電子申告等の手続きについて

■「イータックス（e-TAX）」とは？
　インターネットを利用して所得税の申告・申請・届出等
の手続きができるシステムで忙しい方には便利です。
⑴税務署に直接行かなくても申告が可能です
⑵申告時の添付書類（源泉徴収票等）省略が可能です。
　（後日、書類の提出等を求められる場合があります。）

▼  利用開始までは次のことが必要になります。

　マイナンバーカードが必要です。取得方法は「マイナン
　バー総合サイト（https://www.kojinbango-card.go.jp/）」
　をご覧ください。

届出 出

　開始届出書はオンラインで提出又は書面で最寄りの税務
　署に提出してください。

　開始届出の提出方法で番号取得方法が異なります。
※その他詳細については、ホームページ（http://www.e-
　tax.nta.go.jp/）をご覧ください。

◎事業主の方ができる電子申告等について

■「エルタックス（eLTAX）」とは？
　事業主の方で、インターネットを利用して地方税の申告・
申請・届出等の手続きができるシステムです。
　法人町民税・固定資産税（償却資産）・個人住民税（給
与支払報告書）の申告や届出の手続きがまとめてできます
ので、とても便利です。

 

　

日８ 30 24
　 日 日

※エルタックスを利用するにはパソコン環境の準備や電子
証明書の取得など事前準備が必要です。詳細は、ホーム
ページ（http://www.eltax.jp/）をご覧ください。

年末調整説明会のお知らせ

税務出納課からのお知らせ￥
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講
師
は
日
本
代
表
ラ
ン
ナ
ー

町
内
の
中
高
生
が
走
り
の
コ
ツ
を
学
ぶ

　

９
月
21
日
、
翌
日
の
白
鷹
若

鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
ゲ
ス
ト
ラ

ン
ナ
ー
で
あ
り
、
世
界
陸
上
で

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
千
葉
真
子

さ
ん
（
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
／

ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）

と
市
橋
有
里
さ
ん
（
マ
ラ
ソ
ン

ラ
ン
ナ
ー
／
ラ
ン
ニ
ン
グ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン

グ
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
荒
砥
小
学
校

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
白
鷹
中
学
校
と

荒
砥
高
校
の
陸
上
部
員
あ
わ
せ

て
約
30
人
が
参
加
。
千
葉
さ
ん

と
市
橋
さ
ん
は
、
参
加
者
の
走

り
や
動
き
づ
く
り
の
様
子
を
確

認
し
、「
大
き
く
軽
や
か
な
動

き
で
。
腰
の
位
置
は
高
く
」
な

ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
が
ら

一
緒
に
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
か
ら
「
大
会

前
に
は
何
を
食
べ
た
ら
良
い

か
」「
走
っ
て
い
る
と
き
は
何

を
考
え
て
い
る
の
か
」「
レ
ー

ス
中
に
お
腹
が
痛
く
な
っ
た
ら

ど
う
し
た
ら
良
い
か
」
な
ど
の

質
問
が
出
さ
れ
、「
い
ろ
い
ろ

と
試
し
て
み
て
、
自
分
に
合
っ

た
も
の
を
選
択
す
る
と
良
い
」

と
市
橋
さ
ん
。
最
後
に
「
小
さ

な
目
標
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア

し
て
い
く
こ
と
で
自
分
の
未
来

が
開
け
て
く
る
。
ま
ず
は
目
の

前
の
目
標
に
向
か
っ
て
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
千
葉
さ
ん

が
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。　

白
鷹
町
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
が

防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

白
鷹
町
自
主
防
災
組
織
連
絡

協
議
会
（
金
田
捷
夫
会
長
）
が

防
災
功
労
者
と
し
て
内
閣
総
理

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
、
26
年
の
豪
雨
災

害
に
際
し
、住
民
の
避
難
誘
導
、

避
難
所
の
開
設
、
被
害
者
宅
の

支
援
活
動
等
の
復
旧
活
動
に
尽

力
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
昨

年
の
国
土
交
通
大
臣
表
彰
、
防

災
担
当
大
臣
表
彰
に
続
く
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。
表
彰
式
は
９

月
12
日
に
総
理
大
臣
官
邸
で
行

わ
れ
、
協
議
会
を
代
表
し
て
金

田
会
長
・
大
木
一
男
副
会
長
が

出
席
し
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

９
月
23
日
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
白
光
園
に
お
い
て
、
数

え
年
で
白
寿
（
99
歳
）
及
び
米

寿
（
88
歳
）
を
迎
え
た
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
、
町
か
ら
、
額
縁

に
町
産
の
杉
材
を
活
用
し
た
賀

詞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
木
製
の
額
縁
は
、
木
を

製
材
す
る
際
に
出
る
端
材
を
活

用
し
、「
町
産
木
材
を
余
す
と

こ
ろ
な
く
使
っ
て
何
か
作
れ
な

い
か
」
と
い
う
思
い
や
、
技
術

の
継
承
及
び
雇
用
の
創
出
を
目

的
と
し
て
、
白
鷹
町
産
木
材
加

工
研
究
会
に
よ
り
製
作
さ
れ
た

も
の
。
製
作
に
あ
た
り
、
年
輪

幅
の
揃
っ
た
材
を
合
わ
せ
、
額

の
四
隅
の
つ
な
ぎ
目
に
も
木
目

の
美
し
さ
が
現
れ
る
よ
う
に
す

る
な
ど
、
隅
々
ま
で
こ
だ
わ
っ

た
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
木
製
の
額
縁
を
用
い
た

賀
詞
は
、
各
地
区
敬
老
会
な
ど

を
通
し
、
白
寿
12
人
、
米
寿

１
４
７
人
の
全
員
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

林
業
再
生
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み

木
製
の
額
縁
に
町
産
の
杉
材
を
活
用

参
加

と

に
体

動

、

に

が

く

な

の

と

と

く
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文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を

収
め
全
国
大
会
へ
の
出
場

を
果
た
さ
れ
た
方
々
に
、

町
よ
り
激
励
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度

第
１
期
分
と
し
て
交
付
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
成
績
優

秀
者
は
次
の
６
名
で
す
。

平
成
28
年
度

第
一
期
成
績
優
秀
者
激
励
金
交
付

氏　名
（学校名・学年）

大　会　名　等

　
３

　　
２

　
３年

　
３

　
２

　
３

　

９
月
17
日
～
19
日
の
３
日

間
、
白
鷹
ヤ
ナ
公
園
あ
ゆ
茶
屋

を
会
場
に
「
第
40
回
白
鷹
鮎
ま

つ
り
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

祭
り
期
間
中
は
、
時
折
雨

が
降
る
あ
い
に
く
の
空
模
様

と
な
り
ま
し
た
が
、
３
日
間
で

２
万
８
千
人
が
来
場
。
香
ば
し

く
焼
き
あ
が
っ
た
約
１
万
本
の

ア
ユ
の
塩
焼
き
が
来
場
者
の
食

欲
を
満
た
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

今
年
は
40
回
の
記
念
開
催
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
歌
手
の
工
藤

あ
や
の
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
や
テ

レ
ビ
の
生
中
継
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
多
彩
な
催
し
で
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
深
山
地
区
の
ど
か
村

で
は
18
～
19
日
の
２
日
間
、「
し

ら
た
か
工
芸
体
験
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
４
千
６
０
０
人
が

来
場
。
和
紙
漉
（
す
）
き
や
陶

芸
体
験
な
ど
、
の
ど
か
村
で
し

か
で
き
な
い
体
験
に
加
え
、
ブ

ド
ウ
の
皮
飛
ば
し
大
会
や
餅
つ

き
体
験
も
行
わ
れ
、
子
ど
も
も

大
人
も
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
の

食
べ
て
遊
ん
で
に
ぎ
わ
っ
て

し
ら
た
か
の
秋
を
満
喫
し
た
３
日
間

ど
か
村
で
の
ひ
と
と
き
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

同
じ
く
連
休
中
に
は
、
ど
り

い
む
農
園
直
売
所
及
び
し
ら
た

か
産
直
愛
菜
館
に
お
い
て
「
う

ん
ま
え
も
の
茶
屋
」
を
開
催
。

新
米
や
新
鮮
野
菜
を
買
い
求
め

る
人
や
、
お
い
し
い
秋
の
味
覚

を
求
め
る
人
た
ち
が
途
切
れ
な

く
来
場
し
ま
し
た
。

　

３
日
間
で
盛
大
な
賑
わ
い
を

見
せ
た
白
鷹
町
。
今
年
も
多
く

の
人
が
、
し
ら
た
か
の
秋
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　　

の の の

の

の

子 の 子 ち

の

の
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２ 　 １

　　

　

　

２ 　 １
　

　

　

　

　

２ 　 ２
　　

　

　

　

　　

　

２ 　 ２
　

　　

　

　　

　　

　

２ 　 ３
　

　

　

　

　

　　

２ 　 ３

　

　

　　

　

２ 　 ４
　

　　

　

　

　

　

２ 　 ４

　　

　

　

　

　

２ 　 ５
　

　

　

　

　　

２ 　 ５
　

　

　　

　

　

　

２ 　 ６
　

　　

　

　

　

　

２ 　 ６
　

　

　

　

　

　

第 51 回
白鷹若鮎マラソン大会
入賞者と記録
９月22日／日本陸上競技連盟公認コース

（蚕桑小学校スタート・フィニッシュ）

※全選手の記録は町ホームページに掲載しています。

●10　　 広報しらたか　2016.10.13



　 　20 ～ 29
　

　

　

　

　

　

　 　30 ～ 39
　

　

　

　

　　

　

　 　40 ～ 49
　

　

　　

　

　

　　

　 　50 ～ 59
　

　

　

　

　

　

　 　60 ～ 69
　

　

　　

　

　　

　　

　 　70
　

　　

　

　　

　　

　 　29
　

　 　40 ～ 49
　　

　

　

　 　50 ～ 59

　

　

　　

　 　60 ～ 69

10 　 　29

　　

　

　

　

　

10 　 　30 ～ 39
　

　

　　

　

　

10 　 　40 ～ 49
　　

　　

　　

　

　

　　

10 　 　50 ～ 59
　　

　

　

　

　

　　

10 　 　60 ～ 69
　　

　

　

　　

　　

　

10 　 　70
　

　

　　

　

　

　 ～
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Result
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町からのお知らせ

■ 

Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

10 00

10 10 ～ 10 25

10 30 ～ 10 40

10 45 ～ 11 00

11 10 ～ 11 25 の

11 45 ～ 12 05

12 30 ～ 12 50

14 30

フラワー長井線まつり 2016

《協力団体》
荒砥高等学校、荒砥駅協力会、鮎貝駅協力会、ゴミゼロ実行委
員会、八幡２町内、四季の郷駅で楽しむ会、サークル水仙、蚕
桑駅前夢プロジェクト、フラワー長井線白鷹会、白鷹町観光協
会、白鷹町商工会

①ミニ新幹線試乗会（演技中は休憩）
②プラレール、鉄道模型・鉄道用品展示会 《荒砥駅限定！》
③売店（玉こんにゃく、だんご、うどん、芋煮、お菓子、
　新鮮野菜、フリーマーケット）
④山形鉄道オリジナルグッズ、オリジナル駅弁（限定30個）
　の販売
※購入には未使用（切り離されていない）回数券が 1 冊
　1,000 円分として利用できます。

【問い合わせ】フラワー長井線まつり実行委員会（事務局：山形鉄道）☎８８-２００２

先
着
１
０
０
名
様
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

当日はワンコイ
ン（100 円）で

フラワー長井線
に乗車できます

。10月23日  日  午前 10 時～午後２時 30 分

［会場］山形鉄道フラワー長井線　荒砥駅
【雨天決行】※雨天時の催し事は変更となる場合があります。

■ 『
白
鷹
町
役
場
前
』
バ
ス
停
が
新
設
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
１
日
よ
り
、
山
交
バ
ス
㈱
が

運
行
す
る
山
形
市
役
所
（
六
角
・
荒

砥
）
長
井
線
に
新
た
な
バ
ス
停
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

山
交
バ
ス
案
内
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
３

－

６
３
２

－

７
２
７
２

【 】

▼
い
つ　

10
月
23
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
昼
12
時
10
分

▼
ど
こ
で　

東
根
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
内
容　

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
初
期

消
火
訓
練
、
水
防
訓
練
、
避
難
所
開

設
訓
練
な
ど

※
当
日
、
ポ
ン
プ
車
の
サ
イ
レ
ン
が

　

鳴
り
ま
す
。
火
災
と
間
違
わ
な
い

　

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
時
、
周
辺
の
道  

　

路
が
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
の
で
、

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

総
務
課
防
災
管
財
係　

☎
85

－

６
１
２
２

■ 

白
鷹
町
総
合
防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ
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町からのお知らせ

　

の

に

、

、
お

さ

の

の

に

し
た
。

◎
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
は
、
肝
炎
や

　

肝
が
ん
な
ど
の
原
因
に
な
る
Ｂ
型

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
予
防
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象　

平
成
28
年
4
月
1
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
1
歳
未
満
の
方

※
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
母
子
感
染
予
防

　

の
た
め
す
で
に
予
防
接
種
を
し
た

　

方
を
除
き
ま
す
。

▼
回
数
及
び
間
隔　

合
計
３
回
…

27
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
2
回
接

種
し
、
1
回
目
か
ら
１
３
９
日
（
20

週
）
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
1
回
接

■ 

Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

種
し
ま
す
。

▼
期
間　

生
後
2
か
月
～
1
歳
の
誕

生
日
の
前
日
ま
で

▼
費
用　

無
料
（
自
己
負
担
な
し
）

▼
接
種
方
法　

医
療
機
関
に
お
い

て
、
個
人
で
接
種
し
ま
す
。

※
す
で
に
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
を
任

　

意
に
接
種
し
た
場
合
に
は
、
10
月

　

１
日
以
降
の
接
種
分
か
ら
定
期
予

　

防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
28
年
4
月
生
ま
れ
以
降
の
対

　

象
と
な
る
方
に
は
、
個
別
に
ご
案

　

内
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係　

☎
86

－
０
２
１
０

　

10
月
17
日
か
ら
23
日
は
『
行
政
相

談
週
間
』
で
す
。
行
政
機
関
に
関
す

る
苦
情
・
要
望
な
ど
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
、
無

料
で
す
。

▼
い
つ　

10
月
26
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
担
当
者　

行
政
相
談
委
員

樋
口
久
子
さ
ん　

☎
85

－

４
５
７
４

田
中
惠
治
さ
ん　

☎
85

－

４
１
２
０

【
問
い
合
わ
せ
】　

山
形
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
２
３

－

６
３
２

－

３
１
１
３

白
鷹
町
町
民
課　

☎
85

－

６
１
３
１

■ 

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　下水道を使用している家庭から野菜くずや紙おむ
つ及び下着が流れ、下水管（パイプ）に詰まるとき
があります。下水道施設や浄化槽本体は水環境を守
るための大切な財産です。常に良好な状態で長く使
用するために次のことを守ってください。

－浄化槽の申請を受付中です－

平成29年３月までに合併浄化槽を希望される方は、

12月16日（金）までに申請してください。

※申し込みは先着順になります。申し込み件数によ
り、申込期限前に受付終了とする場合があります。

【申し込み・問い合わせ】
建設水道課下水道係　☎８５- ６１３８

排水設備工事責任技術者登録更新
のお知らせ

　山形県下水道協会（元日本下水道協会山
形県支部）に登録されている責任技術者で、
登録の有効期限が平成 29 年１月 31 日ま
での方は、現在所属している指定工事店所
在地の市町村で更新手続きが必要です。

▼必要な手続き　　　　　　　
①登録更新の申請　　　　　　
②更新講習会の受講

▼更新申請期間
11 月１日（火）～ 11 月 30 日（水）
※対象の方は必ず手続きくださるようお願
　いします。

【申し込み・問い合わせ】
建設水道課下水道係　☎８５- ６１３８

下水道及び浄化槽使用にあたってのお願い

建設水道課
からのお知らせ
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いよいよ森林整備が始まります！ 
―森林整備研修会（伐採前）開催―

　

私
た
ち
の
生
活
に
「
水
」
は
か
か

せ
な
い
も
の
で
す
が
、
普
段
の
私
た

ち
が
「
水
」
に
つ
い
て
意
識
す
る

こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。「
水
」

は
、
と
き
に
海
や
川
、
雨
や
雪
、
氷

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
姿
を
変
え
て
地

球
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク

な
実
験
を
通
し
て
、「
水
」
の
お
も
し

ろ
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
水
の
惑

星
と
言
わ
れ
て
い
る
地
球
の
未
来
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
６
日
（
日
）　

　

午
前
10
時
～
（
約
２
時
間
）

▼
会
場　

荒
砥
小
学
校　

体
育
館

▼
内
容　

「
水
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

実
験
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象　

町
内
の
小
学
生
と
保
護
者

▼
持
ち
物　

お
申
し
込
み
時
に
案
内

し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

10
月
25
日
（
火
）

※
参
加
無
料
、
親
子
30
組
限
定（
先

着
順
）
で
す
。
参
加
者
に
は
記
念
品

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議

（
事
務
局
／
町
民
課
く
ら
し
環
境

係
）
☎
85

－
６
１
３
１

　森林整備や木の搬出等の前段として、「これは誰の森？
誰の木？」が問題となります。
　そこで町では、この課題を解決し、森林整備と木材の
有効な利活用を図るため、平成 26 年度に「白鷹町森林・
林業再生協議会」を設置。町全体の取組みを行っていま
す。
　協議会では、森林整備を進めるべく、森林の所有者と
その境を再確認する「境界明確化事業」をスタートさせ、
平成 26 年度は滝野地区において実施しました。
　そして、平成 27 年度に明確化のデータに基づく「森
林整備計画」を設定し、今年度、いよいよ計画に基づい
た森林整備が始まります。

　この度、森林整備を行う滝野地区において、森林整備
の効果や森林整備の必要性を実感できる機会として、森
林整備の実施前後の状況を見ていただく研修会を開催し
ます。ぜひご参加ください。

●い　　つ　11 月 10 日（木）
　　　　　　午前 10 時 30 分～昼 12 時
※午前 10 時 20 分までお越しください。
●集合場所　滝野交流館前駐車場
●対 象 者　どなたでも
●内　　容　①間伐の目的と現在の森林の状況　
　　　　　　②今後の森林整備と路網整備の計画
●講　　師　山形県置賜総合支庁森林整備課、西
　　　　　　置賜ふるさと森林組合
●持 ち 物　汚れてもいい服装、長靴、帽子、軍
　　　　　　手、雨具（雨天時）
※森林に入るため、適した服装でお越しください。
●申込締切　10 月 31 日（月）

【申し込み・問い合わせ】
産業振興課森林整備係　
☎８５- ６１２５

町からのお知らせ

■ 

わ
く
わ
く
エ
コ
教
室
２
０
１
６

　
　

〜
化
学
の
ふ
し
ぎ
実
験
「
水
」
で
あ
そ
ぼ
う
〜

　
「
原
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ（
エ
ド
ヒ
ガ

ン
・
樹
齢
５
０
０
年
）」
は
、
平
成

９
年
３
月
24
日
に
白
鷹
町
指
定
文
化

財（
天
然
記
念
物
）
に
指
定
さ
れ
、

桜
の
咲
く
季
節
に
は
地
元
の
皆
様
は

じ
め
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
る
人
々
の

心
を
潤
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
花
芽
が
出
な
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
樹
勢
の
回
復

を
目
指
し
て
保
護
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
樹
勢
が
回
復
し
な
い
ま

ま
数
年
が
経
過
し
、
枯
死
し
た
と
認

め
ら
れ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
平
成

28
年
７
月
19
日
付
け
で
指
定
文
化
財

の
指
定
を
解
除
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
説
明
案
内
看
板
の
表
記

を
跡
地
と
し
て
の
説
明
文
に
変
え

て
、
原
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
予
定
で
す
。

■ 「
原
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
」の
町
指
定
文
化
財
解
除
に
つ
い
て

境界明確化の杭打ちの様子

26
27
28
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10月は「土地月間」です。
一定面積以上の土地取引には届出が必要です

◎一定面積とは？（届出の必要な土地取引）

　5,000
　 ５

　10,000
　 １

【 】

2934 1
7 7,120 7,190 ▲ 1.0

1104 4  
3 6,870 6,950 ▲ 1.2

3284 4  
1 10,100 10,300 ▲ 1.9

2886 2  
3 6,760 6,930 ▲ 2.5

地価調査とは

　地価調査とは、県内全市町村を対象として、各地域
で基準となる土地（これを基準地といいます。）を選ん
で、その適正な土地価格を公表するもので、土地を売
買する際の目安にしていただくものです。
　また、地価調査価格は、国・地方公共団体等が公共
用地等を買収する場合の基準とされるほか、国土利用
計画法に基づいて土地売買の届出があった土地の取引
価格の審査・分析をするときの基準ともされるもので、
適正な地価の形成に大きな役割を果たしています。

土地売買のときには、まず地価調査価格を
調べましょう

　売買の対象となる土地の条件（土地の形状、道路の
条件、最寄駅からの距離、上下水道の整備状況など）
を基準地の条件と比較すれば、おおよその適正な価格
がわかりますので、土地売買のときには、まず地価調
査価格をお調べください。地価調査の基準地は、皆さ
んの身近なところにあります。
　なお、地価調査価格は、７月１日現在の価格ですの
で、その後の地価動向も考慮する必要があります。

地価調査結果は、役場で簡単に閲覧できます
　

　地価調査の基準地価格、基準地が接する道路の種類
・幅員、基準地の周辺の土地利用状況などを詳しく記
載した地価調査の関係書面は、役場及び県庁で、だれ
でも簡単に閲覧できるようになっています。また、県
のホームページでその内容を公開しています。

一定面積以上の土地については、売買等の
取引をする場合は届出が必要です
　

　市街化区域は2,000㎡、市街化区域以外の都市計画
区域は5,000㎡、都市計画区域以外の区域については
１万㎡以上の土地の売買などを行う場合は、契約を締
結した日を含めて後2週間以内に届出が必要ですので、
買い主が必ず企画政策課に届け出てください。

【問い合わせ】
企画政策課企画調整係　☎８５- ６１２３

平成28年度地価調査結果について

　９月21日に県から平成28年度地価調査結果が公表
されました。本町に関するものは次のとおりです。

▲ 1.0 ▲ 1.6 ▲ 0.9 ▲ 1.2
▲ 1.1 ▲ 1.9 ▲ 2.5 ▲ 1.7

※契約後２週間以内に届出しましょう。  

□ 一団の土地取引についても届出が必要です。

《届出が必要な取引》

町からのお知らせ
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子
ど
も
た
ち
が
呼
び
か
け
る
。

明
る
い
選
挙
を
呼
び
か
け
る
。

平
成
28
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

公
益
財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
主
催
に
よ
る
、
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
。
今
年
は
町
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
37
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
12
点
が
町
審
査
入
選
、
第
２
次
審
査
（
県
審
査
）
へ
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】
白
鷹
町
選
挙
管
理
委
員
会　

☎
85

－

６
１
２
０
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～ 22 12月

～ 28 ３月

～ 42

～ 27 ３月

～ 34

～

～ 23 ３月

～

～

～

８

～ ～  39

に

今こそ求められるフル規格 !!　　     

　東日本大震災では、太平洋側の鉄道に代わり、日本海
側の鉄道が東北と首都圏や西日本とを結ぶ重要な役割を
果たしました。
　こうした経験を踏まえると、日本海側の奥羽・羽越新
幹線の整備によって高速交通ネットワークのリダンダン
シー（代替）機能を確保することが非常に重要です。
　また、昭和 47 年に基本計画に位置づけられた九州、
北陸、北海道の各新幹線は次々とフル規格で開業し、首
都圏などとの移動時間が短縮され、観光客が増加してい
るほか、観光客の行動範囲も広がる傾向にあります。
　フル規格新幹線の整備は地域の活性化へ繋がります。

12月

月

月

月

～  

～ 22 12

～ 28 ３

～ 42

～ 27 ３

～ 34

～

～ 23 ３

～

～

～

８

～ ～  

時間短縮効果イメージ

【 】他のフル規格新幹線を参考に試算した最短の所要時間を記載

～

２ 26 ３ 11

約２ ２ 30

～

 

　　 
３ 53

約２ 40

羽越新幹線

奥羽新幹線

国が定めた本県の新幹線構想

　国は、国土の総合的な発展に資するも
のとして、フル規格新幹線の路線を定め
た基本計画を昭和 47 年と同 48 年に策
定しています。このうち、昭和 48 年の
基本計画に、本県を通るフル規格新幹線
として、「奥羽新幹線」（福島市～秋田市）
と「羽越新幹線」（富山市～青森市）が
定められています。
　フル規格新幹線とは、主な区間を時速
200km 以上で走り、踏切を設けない
直線的なルートによる新幹線
で、速達性の向上のほか、
雪などの輸送障害にも強く、
高い安全性、安
定輸送が期待
されます。

やまがた創生の幹となる「フル規格新幹線」

奥羽・羽越新幹線の早期実現を！
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【保育士の方から】
　明るくて素直で、優しく子どもたちに関わってくれました。子どもたち
も楽しそうにしていてよかったです。また、生徒さんの表情がにこにこし
ていて、雰囲気もよかったです。

　

【職員の方から】
　３人はとても仕事をするのが速くて連携して仕事をしてくれました。わ
からないところがあるとすぐに質問してくれて、ミスなく仕事をしてくれ
てとても頼もしく思いました。

　

【職員の方から】
　真面目で元気がよく、あいさつなどの基本的なことがしっかりできてい
ました。また、質問も積極的にしてくれて教えがいがありました。救急法
などをよく学んだと思うので、今後の将来に生かしていってほしいです。

荒高生による荒高生への就業体験レポート

就
イ ン タ ー ン シ ッ プ

業体験を通して
～日々成長する荒高生～

社会福祉法人白鷹会愛真こども園
【体験者】

井上菜々子さん・稲田千尋さん・菊地翔さん

文化交流センターあゆーむ
【体験者】

佐竹沙羅さん・野口拓人さん・橋本雄貴さん

西置賜行政組合消防署白鷹分署
【体験者】

新野友介さん・早川航平さん

　

白
鷹
町
の
各
地
に
行
っ
て
写
真

を
撮
っ
た
り
、取
材
を
し
た
り
と
、

普
段
で
は
絶
対
に
で
き
な
い
体
験

が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
自
分

が
住
ん
で
い
る
町
に
は
、
魅
力
が

あ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。
今
回
体

験
し
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
に
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。　
（
こ
ん
の
み
ず
き
）

　９月 13 日から 15 日にかけて行われた、荒砥
高校２年生による就業体験。役場企画政策課で仕
事を体験した、紺野瑞姫さんと蒲生剛瑠さんの２
人が、その様子を取材しました。
※取材した事業所は一部です。

紺野瑞姫さん（鮎貝）　蒲生剛瑠さん（長井市）

体
験
後
記

　

今
回
の
就
業
体
験
で
は
、
広
報

に
掲
載
す
る
写
真
を
各
所
を
ま

わ
っ
て
撮
影
し
ま
し
た
が
、
見
る

も
の
全
て
に
新
鮮
味
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
行
く
先
々
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

就
業
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
学
校

生
活
で
も
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
が
も
う
た
け
る
）
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　町報川柳　― 大 ―　　 

次回「実」十月二十五日まで。　「歌」十一月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　

白
鷹
町
に
来
て
６
ヶ
月
が
経
ち
ま

し
た
。
７
月
は
紅
花
ま
つ
り
、
８
月

は
鷹
山
地
区
（
中
山
・
滝
野
・
萩
野
）

の
夏
祭
り
、
９
月
は
レ
ク
大
会
、
鮎

ま
つ
り
と
…
…
。
白
鷹
に
住
ん
で
み

て
と
て
も
驚
い
た
の
が
お
祭
り
の
数

の
多
さ
で
す
。
そ
れ
だ
け
各
地
区
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
・
文
化
で

あ
っ
た
り
、
熱
意
を
感
じ
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
の
地
域
行
事
に
た
ず
さ
わ
る
こ

と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
人
に
お
会

い
し
て
い
る
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て

で
楽
し
い
日
々
で
す
。

　

８
月
24
日
、
山
形
市
内
で
紅
花
加

工
品
品
質
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
自
分
の
目
で
検
査
に
加
わ
る

こ
と
が
で
き
、
紅
花
の
生
産
者
の
皆

さ
ん
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
や
は
り
現
場
に
足
を
運
ぶ

こ
と
で
、
五
感
で
感
じ
伝
わ
っ
て
く

る
も
の
が
あ
り
、
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
ん
で
す
ね
。
来
年
は
自
分
も

紅
花
を
育
て
て
紅
餅
を
作
ろ
う
と
決

め
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
思
っ
た
の

も
、
き
っ
と
現
場
に
い
た
か
ら
感
じ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
私
は
現
在
、
た
く
さ
ん
の

人
と
出
会
い
た
い
、
多
方
面
に
人
と

人
と
を
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
先
月
19
日
に
は
、
米
沢
の
『
酒

道
促
進
会
』
の
皆
さ
ん
に
中
山
針
生

の
古
民
家
を
紹
介
し
芋
煮
会
を
し
ま

たくさんの人とつながり
    地域の輪を広げたい

地域おこし協力隊　小野寺太樹

第８回

地域おこし協力隊通信

し
た
。
地
区
、
町
内
外

問
わ
ず
「
何
か
お
も
し

ろ
い
こ
と
し
た
い
」
と

い
う
方
を
探
し
て
い
ま

す
。
も
し
、
お
り
ま
し

た
ら
〝
小
野
寺
〞
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
！

つ
な
が
り
ま
し
ょ
う
！

の様子

の様子
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９
月
３
日
（
土
）
に
、
本
校
の
中

学
生
１
日
体
験
入
学
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
西
置
賜
地
区
の
み
な

ら
ず
、
東
置
賜
地
区
の
中
学
生
の
参

加
が
あ
り
、
合
計

名
の
参
加
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
本
校
で
は
こ

こ
数
年
、
生
徒
を
主
体
と
し
た
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
場
ま
で
の
道

案
内
や
体
育
館
前
で
の
中
学
生
の

基
礎
」
、「
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
」
の
３
科
目
）

で
も
、
そ
の
科
目
を
選
択
し
て
い
る
生

徒
が
授
業
の
補
助
に
入
る
な
ど
、
生
徒

を
前
面
に
出
し
た
１
日
体
験
入
学
と

な
っ
て
い
ま
す
。
全
体
会
が
始
ま
る
前

に
は
、
本
校
生
徒
が
作
成
し
た
「
学
校

祭
Ｐ
Ｒ
動
画
（
Ｃ
Ｍ
）
」
も
流
し
ま
し

た
。
全
体
会
で
の
説
明
、
系
列
別
模
擬

体
験
授
業
と
も
に
、
生
徒
自
身
が
荒
砥

高
校
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
、
中
学
生
に
も
大
変
好
評
で
し
た
。

中
に
は
「
荒
高
の
こ
と
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
」「
荒
砥
高
校
に
入
り
た
く
な
っ

た
」
な
ど
の
感
想
を
書
い
て
く
れ
る
中

学
生
も
お
り
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。
小
規
模
な
高
校
で
は
あ
り
ま
す

が
、
職
員
、
生
徒
と
も
ど
も
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
で
、
中
学
生
も
そ
の
雰
囲

気
の
一
端
を
感
じ
て
く
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

 

３
時
間
と
い
う
大
変
短
い
１
日
体
験

荒高掲示板 

中学生１日体験入学
― 本校教務主任よりメッセージ ―

明

出
迎
え
、
受
付
な
ど

は
本
校
の
部
活
動
の

生
徒
を
中
心
に
、
全

体
会
進
行
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た

学
校
紹
介
や
総
合
学

科
の
特
徴
の
説
明
な

ど
は
生
徒
会
執
行
部

を
中
心
に
行
い
、
系

列
別
模
擬
体
験
授
業

（
今
年
度
は
、
学
校

設
定
科
目
「
身
近
な

科
学
」
、
「
介
護
福
祉

入
学
で
し
た
の
で
、

ま
だ
ま
だ
本
校
の
魅

力
を
伝
え
き
れ
な
い

部
分
が
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
本
校
の
魅

力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

中
学
生
が
憧
れ
る
よ

う
な
学
校
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
中
学
生
の
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
荒
砥
高
校

を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
最
優
秀
賞

　

大
嶋　

翼
（
白
鷹
中
２
年
）

　
「
投
票
は 

明
る
い
未
来
を 

創
る
鍵
」

■
優
秀
賞

　

塚
田　

昊
獅
（
鮎
貝
小
３
年
）

　
「
え
ら
ぼ
う
よ  

自
分
の
ゆ
め
を  

た
く
す
人
」

　

金
田　

裕
暉
（
鮎
貝
小
５
年
）

　
「
言
っ
た
こ
と  

約
束
ど
お
り  

か
な
え
て
ね
」

　

丸
川　

和
紗
（
白
鷹
中
１
年
）

　
「
そ
の
一
票  

明
る
い
未
来
の  

第
一
歩
」

　

小
出　

世
蓮
（
白
鷹
中
２
年
）

　
「
投
票
だ
！  

社
会
へ
一
歩  

踏
み
出
そ
う
！
」

　

中
川
み
さ
き
（
白
鷹
中
３
年
）

　
「
聞
か
せ
て
ね  
あ
な
た
の
想
い
を  

投
票
で
」

　

小
谷
部
彩
音
（
荒
砥
高
１
年
）

　
「
18
歳  

僕
ら
の
意
見
が  
未
来
へ
と
」

■
入
選

年
の

　

樋
口　

湊
実
（
鮎
貝
小
２
年
）

　

後
藤　

優
誠
（
鮎
貝
小
３
年
）

　

紺
野　

瑠
菜
（
荒
砥
小
１
年
）

　

鈴
木　

一
世
（
荒
砥
小
２
年
）

年
の

　

菅
野　

桂
吾
（
鮎
貝
小
６
年
）

　

平
田　

夏
寧
（
鮎
貝
小
６
年
）

　

大
木　

眞
菜
（
東
根
小
５
年
）

　

鈴
木　

美
紅
（
東
根
小
６
年
）

年
の

　

遠
藤　

柊
真
（
白
鷹
中
１
年
）

　

平　

理
久
人
（
白
鷹
中
１
年
）

　

渋
谷
茉
菜
佳
（
白
鷹
中
１
年
）

　

馬
場　

陵
斗
（
白
鷹
中
１
年
）

年
の

　

湯
澤　

泉
実
（
白
鷹
中
２
年
）

　

横
山　

瑞
季
（
白
鷹
中
２
年
）

　

中
嶋　

陽
向
（
白
鷹
中
２
年
）

　

樋
口　
　

凱
（
白
鷹
中
２
年
）

年
の

　

藤
本　
　

星
（
白
鷹
中
３
年
）

　

中
村　

勇
介
（
白
鷹
中
３
年
）

　

青
木　

彩
香
（
白
鷹
中
３
年
）

　

小
林　

里
穂
（
白
鷹
中
３
年
）

の

　

影
山　
　

萌
（
荒
砥
高
１
年
）

　

大
瀧　

星
那
（
荒
砥
高
１
年
）

　

羽
角　

奏
音
（
荒
砥
高
２
年
）

　

原
田　

祐
樹
（
荒
砥
高
２
年
）
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地域包括支援センター ℡86-0112

　 月 日

　

　

　認知症サポーター養成講座を受講し、認知症サ　
　　　　　　ポーターである方

日 　基本、毎月第４水曜日　午後１時 30 分～４時頃
　ちょぼらの家（白鷹町大字荒砥甲３７３- ８）
　会場準備・片づけ、参加

　　　　　　者との交流、お茶出し等
　ボランティアにご協力い

　　　　　　ただける方は、地域包括
　　　　　　支援センター係までご連
　　　　　　絡ください。
★認知症サポーター養成講座の受講も随時受け付けています。

ち の

「のどかカフェ（認
知症カフェ）」

         ボランティア募
集中！

社
費
納
入
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

日
本
赤
十
字
社
（
日
赤
）
は
、「
人

間
の
い
の
ち
と
健
康
と
尊
厳
を
守
る
」

た
め
、
国
内
外
の
災
害
救
護
活
動
や
公

衆
衛
生
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
活
動
は
、
資
金
面
で
活
動
を
支
え

る
社
員
の
皆
様
の
応
援
に
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

日
赤
白
鷹
町
分
区
で
は
、
本
年
度

２
７
８
万
１
１
０
０
円
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

災
害
時
備
品
整
備

　

分
区
で
は
、
災
害
時
用
毛
布
、
生
活

用
品
等
の
緊
急
セ
ッ
ト
を
備
え
る
ほ

か
、
災
害
時
緊
急
対
策
用
ト
イ
レ
（
簡

易
ト
イ
レ
）
の
整
備
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

町
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
す

　

日
赤
奉
仕
団
こ
ぶ
し
会
と
わ
か
あ
ゆ

会
は
、
町
総
合
防
災
訓
練
（
10
月
23
日

予
定
）
に
お
い
て
応
急
給
食
（
炊
き
出

し
）
訓
練
に
参
加
し
ま
す
。
当
日
は
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
お
米
を
入
れ
、
大
き
な

鍋
で
煮
て
お
に
ぎ
り
を
作
り
ま
す
。

熊
本
地
震
災
害
義
援
金
に
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

熊
本
地
震
災
害
に
つ
い
て
、
多
く
の

個
人
・
団
体
か
ら
義
援
金
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
９
月
12
日
ま
で
に
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
は
43
万
６
３
３
６
円
で
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
全
額

を
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
届
け
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、貝
生
地
区
青
年
会
（
貝
の
会
）

様
よ
り
15
万
円
の
義
援
金
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の

ま

。

し
く

し
ま

。

の の様子
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第２次白鷹町健康増進計画 元気ニコニコしらたか21

vol.41The 2cond Shirataka town Health promotion plan

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
【 】 　

　

　

日 日
　日 　

10月 31日 月

11月 １日 ２日 25日
４日 日

12月 10日

日
　日 　

10月 18日 27日
11月 ４日 15日
12月 ５日 月

　

　

　

　

❶健康食品を買う前に「本当に必要かどうか」考えてみましょう。
　

❷薬のような使い方をしない。
　

28

がん検診

～健康食品について～ ～内服薬の管理について～

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

が
ん
予
防
の
た
め
の
新
12
か
条
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９

11

25

２日

４日

６日 出

７日

10日 出

11日

日

27 　４ ３

町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

高齢者の交通事故防止
推進強化月間
期間：10 月 15 日（土）～ 11 月 14 日（月）

▼  歩行者は…

①いつもの道でも油断せず、「いつでも・どこでも  

　安全確認」をしましょう。

②夕方からの外出の際は、明るい色の服装とピカ

　ピカ光る夜光反射材を身につけましょう。

▼  運転者は…

①心と時間に余裕をもって行動し、信号機や一時

　停止標識等の交通ルールを遵守しましょう。

②歩行者や自転車、車等の存在・動静に注意して

　前をよく見て運転に集中しましょう。

③横断歩道では「横断歩行者絶対優先」の交通ルー

　ルを遵守し、横断者がいる時は必ず一時停止し

　て安全に横断させましょう。

④夕暮れ時は早めにライトを点灯しましょう。

９ 30

交
通
安
全
母
の
会
が
主
体

と
な
り
、
各
関
係
機
関
団

体
も
積
極
的
に
活
動
に
参

加
し
、
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
に
大
活
躍
。

全国地域安全運動
期間：10 月 11 日（火）～ 20 日（木）

①特殊詐欺の被害防止
②子どもと女性の犯罪被害の防止
③施錠の徹底による住宅対象侵入犯罪、自転車
　盗、車上ねらい被害防止
④青パト活動等の自主防犯活動の活性化、防犯
　カメラ等防犯設備の拡充等による犯罪の防止

運動の重点

高齢者世帯訪問事業を実施
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し

く

　

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
と
は
、
Ｅ
Ｍ

（
※
）
を
、
米
ぬ
か
を
使
用
し

て
増
や
し
た
も
の
で
す
。
主
に

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
と
Ｅ
Ｍ

ぼ
か
し
を
混
ぜ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
上
質
な
た
い
肥
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
ご
み
に

含
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
栄
養
素

を
Ｅ
Ｍ
が
発
酵
分
解
し
て
い
る

の
で
、
植
物
に
と
っ
て
理
想
的

な
栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
る
た

い
肥
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
家
庭
菜
園
や
ガ

美しい郷へＧＯ！

　

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
で

は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
員
に

よ
る
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
や
実
車

指
導
に
よ
り
、
燃
費
の
改
善
効

果
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。　

熊
坂　

勝
則
さ
ん

（
十
王
）

金
田　

正
さ
ん

（
蚕
桑
）

金
田　

清
二
さ
ん

（
蚕
桑
）

澁
谷　

人
志
さ
ん

（
東
根
）

山
口　

政
人
さ
ん

（
十
王
）

　

美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
環
境
に
関
心

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ー
デ
ニ
ン
グ
の
肥
料
と
し
て
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

生
ご
み
の
減
量
化
に
も
大
き
く

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
講
座
開
催
時
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

戸
借　

清
策
さ
ん

（
鷹
山
）

梅
津　

俊
弘
さ
ん

（
東
根
）

白
田　

喜
重
さ
ん

（
鮎
貝
）

髙
山　

悦
子
さ
ん

（
荒
砥
）

芳
賀　

吉
弘
さ
ん

（
荒
砥
）

村
上　

清
一
さ
ん

（
鮎
貝
）

に

さ
し
い

　

学
校
や
保
育
園
の
プ
ー
ル

は
、
こ
れ
か
ら
春
ま
で
の
間

に
、
雨
や
風
に
よ
っ
て
空
気
中

の
ご
み
や
葉
っ
ぱ
、
土
な
ど
が

入
る
た
め
ア
オ
コ
が
発
生
し
ま

す
。
町
内
小
中
学
校
や
保
育
園

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、
Ｅ
Ｍ

を
使
っ
た
プ
ー
ル
で
の
環
境
浄

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｍ
に
よ
り
、
ア
オ
コ
や
悪

白鷹発  みらい・環境ニュース

臭
の
発
生
抑
制
、
洗
剤
の
使
用

量
抑
制
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
清

掃
時
間
の
短
縮
も
図
ら
れ
る
た

め
「
春
の
プ
ー
ル
そ
う
じ
が
楽

に
な
っ
た
」
と
子
ど
も
た
ち
や

先
生
方
か
ら
大
好
評
で
す
。

佐
藤　

久
一
さ
ん

（
蚕
桑
）

紺
野　

秀
雄
さ
ん

（
鮎
貝
）

石
栗　

和
栄
さ
ん

（
鮎
貝
）

大
類　

信
二
さ
ん

（
十
王
）

齋
藤　

好
次
さ
ん

（
鷹
山
）

酒
井　

良
加
さ
ん

（
鮎
貝
）

鈴
木　

広
貴
さ
ん

（
鮎
貝
）

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
安
全

で
環
境
に
優
し
い
運
転
方
法
の

こ
と
で
す
。
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化

炭
素
）
や
排
気
ガ
ス
の
抑
制
に

よ
り
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に

つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
燃
料

代
の
節
約
も
で
き
ま
す
。
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
す
る
こ
と
で

お
よ
そ
10
％
の
燃
費
が
向
上
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、
財

布
に
も
優
し
く
な
り
ま
す
。

※

し
い

く

の

の

と
は
、

とた

の

と

い

。

の

に

に

い

き

し

く

の

。

様子

の様子
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～勝つための秘策？～

　

保　育　士  「勝ちたいよね！」

子ども全員  「勝ちたい！！」

年長児Ａ男   「目を燃やせば勝てるよ。目から火を出して！」

年中児Ｂ男  「どうやったら目から火が出るの？」

年長児Ａ男  「真剣にやれば出るよ。ハア――って」

（全員一斉に）「ハア――――！」

全　　　員  「出た――――」

■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５- ６１２０

町長交際費
町長の主な動静 ９月 ９月
月　日 行　　事　　名 月　日 行　　事　　名

の

の

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容 支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

ひがしね保育園
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募
　
集

第
26
回
蚕
桑
地
区
文
化
祭

▼
い
つ　

10
月
22
日
（
土
）
午
後
１

時
～
午
後
７
時
／
23
日
（
日
）
午
前

９
時
～
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

蚕
桑
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

・
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
書
道
・
写
真
・

　

手
工
芸
品
・
地
元
の
保
育
園
児
、

　

小
学
生
の
作
品
）

・
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
（
金
魚
す
く
い

　

・
射
的
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　

コ
ー
ナ
ー
な
ど
）

・
お
ば
け
か
ぼ
ち
ゃ
重
量
当
て
コ
ン

　

テ
ス
ト

・
地
区
対
抗
鍋
合
戦
（
22
日
午
後
３

　

時
～
）
※
な
く
な
り
次
第
終
了
。

・
売
店（
四
季
菜
、お
富
久
呂
、西
田
尻

　

友
志
会
、レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
）

▼
問
い
合
わ
せ　

蚕
桑
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

☎
85

－

２
１
５
３

愛
染
明
王
例
大
祭
の
ご
案
内

▼
い
つ 

10
月
26
日
（
水
） 

　

午
前
10
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

瑞
岩
寺
（
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。）

▼
そ
の
他　

黒
鴨
林
道
が
通
行
止
め

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
瑞
岩
寺

に
て
祭
礼
を
行
い
ま
す
。
お
札
・
昼

食
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
１
０
０
０
円
必
要
と
な
り
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
白
鷹
町
観

光
協
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

白
鷹
町
観
光
協
会

☎
86

－

０
０
８
６

   

白
鷹
町
史
談
会
「
文
化
財
巡
り
」

   

の
ご
案
内

　

白
鷹
町
史
談
会
で
は
、
今
年
度
の

「
文
化
財
巡
り
」
と
し
て
、
鶴
岡
市
、

酒
田
市
近
郊
の
文
化
財
を
訪
ね
ま
す
。

会
員
以
外
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
い
つ　

11
月
10
日
（
木
）
午
前
７

時
50
分
（
集
合
）
～
午
後
６
時
頃

▼
集
合
場
所　

中
央
公
民
館
前

▼
見
学
場
所　

黒
川
能
の
里
「
王
祇

会
館
」、
松
山
文
化
伝
承
館
な
ど
４

箇
所

▼
参
加
費　

２
０
０
０
円
（
史
談
会

員
は
１
５
０
０
円
）

▼
定
員　

22
名

▼
申
込
締
切　

10
月
31
日
（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
主
催　

白
鷹
町
史
談
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

事
務
局
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・

文
化
振
興
係
）
☎
85

－

６
１
４
６

  

山
形
県
企
業
局
コ
ン
サ
ー
ト

「
名
曲
対
決
！
昭
和
歌
謡
＆
交
響
曲
」

▼
い
つ　

11
月
５
日
（
土
）

　

午
後
１
時
15
分
開
場
／
２
時
開
演

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
文
化
会
館

▼
出
演　

山
形
交
響
楽
団

▼
入
場
料　

無
料

▼
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
鑑
賞
人
数
を
記
入
の
上
、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
申
込
１
件
に
つ
き
２
名
ま
で
。

▼
申
込
締
切　

10
月
31
日
（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
響
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

☎
０
２
３

－
６
２
５

－

２
２
０
４

[FAX
]

０
２
３

－

６
２
５

－

２
２
０
５

      

　

米
沢
養
護
学
校

　

よ
ね
よ
う
ま
つ
り
２
０
１
６

▼
い
つ　

11
月
19
日
（
土
）

　

午
前
９
時
15
分
～
11
時
45
分

▼
ど
こ
で　

県
立
米
沢
養
護
学
校

▼
内
容　

作
業
製
品
の
展
示
販
売

（
布
・
木
工
・
紙
製
品
、
陶
器
、
ハ

ー
ブ
石
け
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
等
）、
Ｐ

Ｔ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
（
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
等
）、
近
隣
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
製
品
販
売
、

写
真
展
示　

等

■
問
い
合
わ
せ　

県
立
米
沢
養
護
学

校　

飯
田   

☎
０
２
３
８

－

38

－

６
１
０
１

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
神
明
ア
パ
ー
ト
》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２
４

６
８

－

１
０　

▼
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
６
＋
４

・
５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
８
５
０
０
円
～
３
万
６
４
０
０
円

催
　
し   nformation

　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

白鷹町役場　☎８５- ２１１１
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勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
参
加
人
数
に
よ

り
変
更
の
場
合
あ
り
）

▼
参
加
料　

○
一
般　

一
種
目
１
０
０
０
円

　
　
　
　

二
種
目
１
５
０
０
円

○
中
高
校
生　

一
種
目
７
０
０
円

　
　
　
　
　
　

二
種
目
１
０
０
０
円

○
小
学
生　

５
０
０
円

▼
申
込
方
法　

参
加
種
目
、
選
手
名
、

所
属
、
申
込
責
任
者
の
住
所
と
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
10
月
30
日

（
日
）
ま
で
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
２

－

０
８
４
１　

白
鷹
町
大

字
畔
藤
２
５
６
１　

小
形
欽
也

☎
／[FAX

]

85

－

１
７
７
２

み
が
こ
う
女
子
力
・
男
子
力
！

　

長
井
市
婚
活
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
、

南
陽
市
結
婚
推
進
室
、
白
鷹
町
婚
活

サ
ポ
ー
ト
委
員
会
合
同
で
婚
活
パ
ー

テ
ィ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
20
日
（
日
）

午
後
２
時
30
分
～
７
時
30
分

▼
ど
こ
で　

タ
ス
ビ
ル

▼
対
象　

20
～
45
歳
の
独
身
男
女
各

12
名

▼
内
容　

女
性
は
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
講

座
と
魅
力
ア
ッ
プ
講
座
、
男
性
は
魅

力
ア
ッ
プ
講
座
と
ヘ
ア
セ
ッ
ト
講
座

▼
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、
入

居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
以
下
で
、
同
居
す
る
親
族
が
い
る

方
及
び
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
方

▼
入
居
可
能
日　

11
月
下
旬

▼
募
集
期
間　

10
月
13
日
（
木
）
～

10
月
24
日
（
月
）
ま
で

※
土
日
祝
祭
日
を
除
く
。

▼
申
込
方
法　

平
成
27
年
分
の
源
泉

徴
収
票
の
写
し
、
平
成
28
年
度
所
得

証
明
書
な
ど
入
居
者
全
員
の
所
得
の

わ
か
る
も
の
及
び
住
民
票
謄
本
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管
理

係　

☎
85

－

６
１
４
０

白
鷹
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

▼
い
つ　

11
月
12
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
集
合

▼
ど
こ
で　

荒
砥
高
校
体
育
館

▼
参
加
資
格　

白
鷹
町
に
在
住
ま
た

は
通
勤
通
学
し
て
い
る
方
（
高
校
生

に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）、
協
会
が
特
に
認
め
た
方

▼
競
技
種
目　

男
子
・
女
子
ク
ラ
ス

別
（
１
部
・
２
部
）
の
シ
ン
グ
ル
ス

及
び
ダ
ブ
ル
ス
、
小
学
生
の
シ
ン
グ

ル
ス
及
び
ダ
ブ
ル
ス

▼
競
技
方
式　

予
選
リ
ー
グ
後
に
決

お
し
ら
せ

を
受
講
し
て
か
ら
、
男
女
一
緒
に
一

足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
を
開

催
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

11
月
７
日
（
月
）

　

午
後
５
時

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
。

▼
参
加
料
（
当
日
支
払
）　

　

男
性　

４
０
０
０
円

　

女
性　

３
０
０
０
円

※
11
月
16
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

会
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
携
帯
電
話
番
号
を
明
記
の
う

え
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
主
催　

長
井
市
婚
活
サ
ポ
ー
ト
委

員
会
、
南
陽
市
結
婚
推
進
室
、
白
鷹

町
婚
活
サ
ポ
ー
ト
委
員
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
井
市
役
所
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー 

☎
87

－

０
６
８
２

[FAX
]

83

－

３
１
５
６　

﹇
メ
ー
ル
﹈soudan@

city.nagai.ya
m

agata.jp

　
　

大
正
琴
（
琴
伝
流
）
を

　
　

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

　

大
正
琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
む

こ
と
に
よ
り
掛
け
替
え
の
な
い
仲
間

が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
種
発
表

会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

で
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
練
習
日　

毎
月
２
回
（
2
時
間
程

度
）

▼
練
習
場
所　

小
桜
館
（
長
井
市
）

■
問
い
合
わ
せ　

五
十
嵐

☎
85

－

１
３
６
４

　
　

猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て

《
猫
の
飼
い
主
さ
ん
へ
》

　

保
健
所
や
町
に
は
、
捨
て
猫
や
野

良
猫
、
猫
の
糞
な
ど
に
関
す
る
苦
情

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
猫
を

飼
っ
て
い
る
方
は
、
近
隣
に
迷
惑
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、『
家
庭
動
物
等
の
飼
養
及

び
保
管
に
関
す
る
基
準
「
猫
の
飼
養

及
び
保
管
に
関
す
る
基
準
」』
に
猫

の
室
内
飼
育
に
努
め
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

《
猫
を
飼
う
に
あ
た
っ
て
》

❶
な
る
べ
く
室
内
で
飼
い
、
室
外
に

　

出
す
場
合
は
、
望
ま
な
い
子
猫
が

　

生
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
不
妊
・
去

　

勢
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

❷
鳴
き
声
や
騒
音
、
糞
や
尿
の
放
置

　

等
に
よ
り
周
辺
地
域
の
住
民
の
日

　

常
生
活
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
の

　

な
い
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

❸
や
む
を
得
ず
猫
を
継
続
し
て
飼
う

 

　

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

　

飼
う
こ
と
の
で
き
る
方
に
猫
を
譲

　

渡
す
る
よ
う
に
努
め
、
新
た
な
飼

　

い
主
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な

　

い
場
合
に
限
り
、
引
き
取
り
を
求

　

め
ま
し
ょ
う
。

《
お
願
い
に
つ
い
て
》

　

野
良
猫
へ
の
無
責
任
な
「
エ
サ
や

り
」
は
、
生
き
ら
れ
な
い
子
猫
を
増

や
す
も
と
と
な
り
、
近
所
迷
惑
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
置
賜
保
健
所
に
も

年
間
３
０
０
匹
以
上
の
子
猫
の
引
取

り
依
頼
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

は
殺
処
分
と
な
り
ま
す
。
無
責
任
な

野
良
猫
へ
の
「
エ
サ
や
り
」
は
絶
対
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　９月８日 ～ 14日
　０．３５～０．９５

　    ８６-０２１２

 看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集

お問い合わせ：   川記念病院 人事担当までお電話ください 0238-87-8000

医 療 法 人 杏 山 会

川記念病院

小児科・内科・精神科

児童精神科・老年精神科

神経内科・リハビリテーション科

○ 川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、
作業療法士さん、精神保健福祉士さんを募集しています

○ 准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や
看護学校及び准看護師学校へ入学希望の方、
当病院の修学資金制度を利用してみませんか

に
お
や
め
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

置
賜
保
健
所
生
活
衛
生
課

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
７
５
０

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

　

食
育
講
演
会
「
食
が
育
む
生
き

　

る
力
」
〜
や
が
て
大
人
に
な
る

　

子
供
た
ち
の
た
め
に
〜

　

毎
日
、
必
ず
あ
る
食
事
を
、
子
ど

も
た
ち
と
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
、

　

子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と

き
に
、
健
康
で
生
き
生
き
と
過
ご
す

た
め
に
、
今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
い
つ　

10
月
20
日
（
木
）

午
後
３
時
～
９
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
置
賜
生
涯
学
習

プ
ラ
ザ　

※
託
児
室
（
3
歳
～
10
歳
）
あ
り

▼
対
象
者　

ど
な
た
で
も

▼
参
加
費　

無
料

▼
内
容

①
講
演
…
九
州
大
学　

比
良
松
道
一

　

准
教
授
に
よ
る
講
演

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
…
九

　

州
大
学
の
自
炊
塾
実
践
者
と
地
元

　

団
体
等
の
実
践
活
動
の
紹
介
と
意

　

見
交
換
会

　
　○

10
月
の
開
催
日　
　
　
　
　

　

10
月
19
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
７
時

○
11
月
の
開
催
日

　

11
月
16
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
７
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係

☎
86

－

０
２
１
２

《
婚
活
応
援
室
》

③
長
井
の
給
食
紹
介
ブ
ー
ス
（
年
代

　

別
給
食
展
示
等
）

▼
主　

催　

（
公
社
）
長
井
青
年
会

議
所

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

（
公
社
）
長
井
青
年
会
議
所
事
務
局

☎
84

－

５
３
９
４ 

※
事
前
の
申
込
み
が
必
要
（
託
児
希

望
の
場
合
は
そ
の
旨
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。）

第
３
回
お
き
た
ま
地
酒
サ
ミ
ッ
ト

　

置
賜
地
域
の
酒
蔵
が
一
堂
に
会
す

る
「
地
酒
」
と
「
食
」
を
味
わ
う
イ

ベ
ン
ト
！

　

美
味
し
い
地
酒
と
お
き
た
ま
の
秋

の
味
覚
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

11
月
20
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

（
米
沢
市
）

▼
チ
ケ
ッ
ト　

３
５
０
０
円
（
前
売

り
チ
ケ
ッ
ト
制
）

▼
内
容

①
利
酒
大
会
（
先
着
60
名
）　

午
後
１
時
50
分
～
２
時
30
分

②
お
き
た
ま
地
酒
サ
ミ
ッ
ト　

午
後
２
時
～
５
時

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁
農

業
振
興
課
生
産
流
通
担
当

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
５
１

　

山
形
県
行
政
書
士
会
長
井
支
部

　

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

行
政
書
士
は
皆
様
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
、
車
庫
証
明
・
農
地
転
用
・
建

設
業
を
は
じ
め
各
種
業
法
の
許
認
可

や
届
出
そ
の
他
、
官
公
署
に
提
出
す

る
書
類
の
作
成
・
提
出
を
代
理
し
ま

す
。

　

毎
月
第
４
火
曜
日
午
前
10
時
か
ら

正
午
ま
で
、
長
井
市
役
所
市
民
相
談

セ
ン
タ
ー
で
無
料
相
談
を
承
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

最
寄
り
の
会
員
事

務
所
ま
た
は
松
山
和
好
行
政
書
士
事

務
所
内　

☎
87

－

１
８
０
０

保育園・こども園
給食放射性物質検査結果
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白
鷹
町
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信

Vol.  

 

 

 

▼
い
つ

１１
月
１９
日
（
土
）

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

▼
場
所

荒
砥
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド(

雨
天
時
は
体
育
館)

▼
対
象

大
人

▼
参
加
費

会
員

無
料

非
会
員

３
０
０
円

(

保
険
料
等
含
む) 

▼
申
込
締
切
１１
月
１５
日(

火
） 

 

▼
い
つ

１１
月
２０
日
（
日
）

午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所

東
根
小
学
校
体
育
館

▼
対
象

大
人

▼
参
加
費

無
料

個
人
で
申
込
み
、

当
日
抽
選
に
よ
り

ペ
ア
を
組
み
対
戦
す
る
。

▼
申
込
締
切
１１
月
１５
日(

火
）

白鷹町総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

ゆめスポしらたか

「 ＊
ロ ッ ク

」会長 岡田 明

白鷹町武道館内  
-    

-     
ホームページ  
「ゆめスポ

しらたか」

で検索。または、

 

身
体
への
負
担
が
少
な
く
運
動
経

験
の
な
い
方
で
も
は
じ
め
や
す
く
、

続
け
や
す
い
教
室
で
す
。

▼
い
つ

１０
月
２４
日
（
月
）

「
リ
ン
パ
デ
ト
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
」

指
導
者

今
野

恵

▼
い
つ

１１
月
１４
日
（
月
）

「
姿
勢
改
善
で
美

BODY

メ
イ
ク
」

指
導
者

今
野

陽
介

午
後
7
時
30
分
～

東
陽
ホ
ー
ル

参
加
費

会
員

５
０
０
円

非
会
員

８
０
０
円

体
験

初
回
無
料

 

 
 

 

１０
月
１
日
以
降
の
入
会
は
、
年

会
費
が
半
額
（個
人
１
，
２
５
０
円
、

家
族
セ
ッ
ト
２
，
０
０
０
円
）に
な
り

ま
す
。
気
軽
に
、
楽
し
く
始
め
ら

れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

※
体
験
、
見
学
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
（
詳
し
く
は
事
務
局
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
）

▲ 河村尚子さん

子
育
て
マ
マ
支
援

　
　
　

大
山 

顕 

工
場
・
団
地
・

　
　      

土
木
構
造
物 

写
真
展 

大
山  

顕  

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

vol.

85

▼
い　

つ　

9
月
2
日
（
金
）〜
10

　

月
23
日
（
日
）午
前
9
時
〜
午
後

　

7
時

▼
ど
こ
で　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が

　

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

▼
観
覧
料　

一
般
個
人 

5
0
0
円  

　

大
学
生
・
高
校
生  　

2
0
0
円

　

中
学
生
以
下 　
　
　
　
　

無
料

▼
主　

催　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　

ン
タ
ー

※

大
学
生
以
下
の
方
は
学
生
証
・
生
徒

　

手
帳
を
ご
提
示
く
だ
さ
い

［TEL］  85- 9071    　［FAX］  85- 9072
［E-mail］  shirataka@ayu-m.jp
［URL］  http://www.ayu-m.jp/

１１月までの休館日
10/17（月）・24（月）・31（月）
11/7（月）・14（月）・21（月）・28（月）

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時 ※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ ギャラリーを除く）。

●
河
村  

ひ
さ  

こ

尚
子

　
　
　
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　
1
9
7
2
年
埼
玉
県
生
ま
れ
。フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
、
ラ
イ
タ
ー
。

　
千
葉
大
学
工
学
部
修
士
課
程
修

了
。
松
下
電
器
産
業
（
現
・
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
）
シ
ン
ク
タ
ン
ク
部
門
に
十

年
間
勤
務
後
、独
立
し
て
フ
リ
ー
に
。

「
工
場
萌
え
」「
土
木
萌
え
」
な
ど
の

火
付
け
役
と
し
て
知
ら
れ
る
。
土
木

構
造
物
の
撮
影
を
中
心
に
、
イ
ベ
ン

ト
・
ツ
ア
ー
企
画
な
ど
も
行
う
。

　
著
書
に
、 

2
0
0
7
年『
工
場
萌
え
』

（
東
京
書
籍
）、 

2
0
0
9
年
『
高
架

下
建
築
』（
洋
泉
社
）
な
ど
。

▼
い　

つ　

10
月
22
日
（
土
）

　

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

▼
ど
こ
で　

文
化
伝
承
室

▼
入
場
料　

無
料
（
た
だ
し
、
当

日
の
観
覧
券
が
必
要
、
申
し
込
み

不
要
）

▼
い　

つ　

11
月
6
日（
日
）

　

午
後
3
時
開
演

　
（
午
後
2
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で　

ホ
ー
ル

▼
演　

奏　

河
村
尚
子（
ピ
ア
ノ
）

▼
入
場
料（
全
席
自
由
）

　

一
般   　
　
　
　

 

3
0
0
0
円

　

高
校
生
以
下　

   

1
5
0
0
円

　
（
当
日
5
0
0
円
増
し
）

▼
定　

員　

2
0
0
人

▼
主　

催　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　

ン
タ
ー

▼
チ
ケ
ッ
ト
・
問
い
合
わ
せ　

あ
ゆ

ー
む
、中
央
公
民
館
ほ
か

※

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　

だ
さ
い

　

白
鷹
町
で
の
公
演
が
今
年
で
5

年
目
を
迎
え
、
そ
れ
を
記
念
し
て

待
望
の
〈
オ
ー
ル
・
シ
ョ
パ
ン
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
〉
で
の
リ
サ
イ
タ

ル
。
3
つ
の
マ
ズ
ル
カ
、
幻
想
即

興
曲
、
幻
想
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
、
24
の

前
奏
曲
な
ど
で
構
成
。
世
界
的
な

評
価
を
受
け
る
彼
女
の
最
も
得
意

な
シ
ョ
パ
ン
。
シ
ョ
パ
ン
音
楽
の

真
髄
が
堪
能
で
き
ま
す
。

　
新
作
「
す
ず
ら
ん
通
り
の
防
火
建
築

帯
」（
山
形
市
）
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
N
H
K
、
山
形
新
聞
ほ
か
各
種
マ
ス

コ
ミ
で
も
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さぁ、
 新そばの季節です。
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　 お く や み　　

【 ９月１日～９月30日 届出】

住 所 父母の名 子の名

滝　野 齋藤
淳二

彩
あや

麻美

荒砥乙 安達
充

五
いつ

　瀧
る

千鶴

鮎　貝 冨樫
伸一 奈

な

　月
つき

美紀

 住 所　　   　氏　名      年齢

荒砥乙　  五十嶺　一　男　 61

広　野　  鈴　木　ツ　ヱ　 86

横田尻　  髙　橋　美智子 　81

横田尻　  小　林　ふみ子 　87

深　山　  樋　口　こ　よ 　84

萩　野  　竹　田　き　く　 85

萩　野　  梅　津　て　い 　90

高　玉　  金　田　みつゑ 　94

荒砥甲　  山　川　耕　一 　86

横田尻　  新　保　こ　う 　97

十　王　  小　松　　　夫 　85

鮎　貝　  鈴　木　八　重　 91

荒砥乙　  大　友　正　吾 　92

高　玉　  梅　津　完　司 　94

畔　藤　  衣　袋　良　一 　96

荒砥甲　  伊　藤　三　郎 　89

十　王　  五十峯　辰　夫 　87

※
戸
籍
の
窓
に
載
せ
た
い
方
は
、
届
出
の
と
き
に
戸
籍
年
金
係
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ご結婚おめでとう

♥
　　 氏　名　　　　　 住 所

平　山　智　晶　 　鮎　貝

赤　間　瑞　姫 　　鮎　貝

こんにちわ赤ちゃん

　いよいよ新そばの季節がやってきました。今年も「隠れ蕎麦屋の里
しらたか　新そばキャンペーン」を行います。下記の実施店で食べて
応募していただくと、抽選で 100 名様に米沢牛や新米などの白鷹の
特産品のほか、各店「そば１枚無料券」などが当たります。
　ぜひこの機会に旬の新そばをご賞味ください。

【キャンペーン期間】
11 月１日（火）～ 12 月 31 日（土）

【キャンペーン実施店】
熊屋・千利庵・のどか村（要予約）・宝思そば・そばきり八寸

のどか村新そば祭り
［日時］11 月６日（日）10：30 ～ 14：30
［場所］いきいき深山郷のどか村
［値段］一枚 500 円

あゆ茶屋新そば祭り
［日時］11 月 19 日（土）～ 20 日（日）
　　　  10：00 ～ 15：00

［場所］道の駅白鷹ヤナ公園　あゆ茶屋
［値段］前売券：一枚 540 円／当日券：一枚 600 円

滝野そばまつり
［日時］11 月 20 日（日）11：00 ～ 15：00
［場所］滝野交流館
［値段］一枚 600 円

パレス松風新そば祭り
［日時］11 月 23 日（水・祝）11：00 ～ 15：00
［場所］パレス松風　コンベンションホール
［値段］一枚目 600 円／二枚目以降 500 円

新そばキャンペーン 2016 及び町内新そばまつりに関する
お問い合わせは、白鷹町観光協会 （☎８６-００８６） まで

隠れ蕎麦屋の里しらたか

新そばキャンペーン 2016

さぁ、
 新そばの季節です。
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N
o.1

1
9
4

2016-10-13
広
報
し
ら
た
か

作り方

① あけびに切れ目を入れて種を取り出す。

② 舞茸、えのき、糸こんにゃくを細かく切る。

③ ひき肉を炒め、火が通ったら②を入れて

   水分を飛ばすよう強火で炒める。

④ きのこがしなってきたら調味料を入れる。

   味付けは味噌を多めに入れてしょっぱい

   くらいにする。

⑤ ④を冷ました後、あけびの口が閉まるく

   らいにギュっと詰め、かんぴょうで玉結

   びをする。

⑥ フライパンの底が隠れるくらいの油を敷

   き、温まったら⑤を入れて強火で５分ほ

   ど焼く。油が飛ぶので蓋をする。

⑦ ⑥をひっくり返し中火で焼く。３面を焼

   いたら火を消して油が落ち着くのを待つ。

⑧ 油の跳ねる音が聞こえなくなったら皿に

   移して完成。

あけびの肉味噌詰め

地域おこし協力隊

石井紀子さん

〒
9
9
2
-
0
8
9
2
 
山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
8
3
3
　
 
 
 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 
:
 
http://www.town.shirataka.lg.jp 

　
☎
0
2
3
8
(
8
5
)
2
1
1
1
 
 
[
F
A
X
]
0
2
3
8
(
8
5
)
2
1
2
8
　
　
　
　
　
　
　
 
 
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  

編
集
と
発
行
／
白
鷹
町
企
画
政
策
課

旬の“うまい”を

菜 発見
さいはっけん

材料（約４人分）

あけび……８つほど

まいたけ…１パック

えのき…………１袋

ひき肉………100㌘
かんぴょう……１本

( 乾物を水に浸して戻しておく )

地域おこし協力隊が見つけた、

しらたかの旬の“うまい”をご紹介。

地元の食材で作ることのできる味を、

皆さんのご家庭でもぜひどうぞ。

教えていただいた人 : 植木美和子さん㊧ 

中川みさこさん㊥ 菅美代子さん㊨（山際）

今月の旬

「あけび」

　糸こんにゃく…１袋

　味噌………大さじ６
　砂糖………大さじ３

★広報しらたかは再生紙を使用しています。
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